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J－クレジット創出者・潜在創出者の理解度の整理

森林吸収系J－クレジットの創出に関心がありプロジェクト実施を検討中の方向けに
事例集を作成しました

J-クレジット創出に関心があるが
概要を理解していない

J-クレジット創出に関心があるが
創出に取り組むか迷っている

J-クレジット創出への
理解が発展途上

J-クレジット創出への
理解度が高い

事業者・団体の取組状況イメージ

プロジェクト
登録増加に
向けて

理解醸成が
必要な層

• すでにJ-クレジットを発行したことがあり、現在販売中

• 現在、 J-クレジットの創出に向けてプロジェクト登録・モニタリングなどの手続きに
取り組んでいる

• J-クレジットの創出するかを決めるべく、情報収集中である

• J-クレジット創出に関心があるが、概要を理解しておらず、
どのように進めるのかイメージが持てていない

ハンドブック/森林吸収系J-創出支援ツール/事例集のターゲット層

リーフレット/説明動画のターゲット層
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目次

カテゴリ プロジェクト実施者 事例の特徴

自治体

北海道美深町 北海道美深町は民間企業への販売を確保した上で、クレジット
創出の取組を開始

秋田県横手市 秋田県横手市は、市と森林組合でクレジット販売を営業。中小
企業や個人をターゲットにクレジットを販売

熊本県小国町 熊本県小国町は、クレジットを購入した民間企業と連携してクレ
ジット収益使途を検討

森林組合
上伊那森林組合 上伊那森林組合は、森林所有者との長年の信頼関係により合

意形成を進め、分収林でクレジット創出中

山国川流域森林組合 山林所有者からの要望でクレジット創出へ。審査費用支援や過
去の補助金申請のノウハウを活用した効率的な創出事例

企業
東武鉄道株式会社 東武鉄道では、自社社有林の活用が課題であり、山林保護

費用の補填のためにクレジットを創出開始

須山木材株式会社 Jークレジットを中心に、森林・地元企業・消費者全員にとっての
正の循環が生まれ、林業の活性化と地域経済に貢献
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各事例の参考ポイント

カテゴリ
プロジェクト実施者
（森林タイプ）

クレジット創出・活用のフロー
プロジェクト
組成

計画作成・
登録申請

プロジェクト
実施、

モニタリング

クレジット認証 クレジット販売段
階

自治体

北海道美深町
（町有林）

審査機関の現地
実査後の対応

審査機関の現地
実査後の対応

クレジット購入者と
共同でのPR

秋田県横手市
（市有林＋私有林）

森林所有者への説
明

雪国での
現地実査対応

個人や県内
中小企業への
小口販売促進

熊本県小国町
（町有林）

審査機関への測量
記録の提示

購入者とクレジット
使途の検討

森林組合

上伊那森林組合
（私有林、組合所有林、社寺

林）

生産組合林での
クレジット創出を

説明

Jークレジット
事務局

費用支援活用

山国川流域森林組合
（私有林）

Jークレジット
事務局

費用支援活用

プロジェクト実施地
での災害によるクレ

ジット減少

企業

東武鉄道株式会社
（私有林）

社内でのクレジット
創出を説明

審査機関への
測量記録の提示

クレジットの説明や
自社CSRとしての活

用

須山木材株式会社
（私有林）

コンサルの
有効活用

森林組合との
役割分担

地銀と連携した
地域振興

現在、プロジェクト実施、モニタリング中のため
未実施

創出・販売における課題や工夫点
審査機関への対応の留意点凡例
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山の炭素吸収応援プロジェクト
ポータルサイト
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山の炭素吸収応援プロジェクト ポータルサイト設立趣旨

山の炭素吸収応援プロジェクトは、ポータルサイトの設立により、J-クレジット等の森林整備
を通じたカーボンニュートラルに関心のある企業、自治体のマッチング機会を創出します

森林資源の管理・整備に民間資金を
活用することで、社会課題の解決へ貢献し
つつ、カーボンニュートラルに向けた企業意識
を醸成する

森林資源の管理・整備や有効活用に尽力する
地域人材や団体にフォーカスし、情報を発信す
ることでその活動を応援し、仲間を増やす

他地域の先進事例の発信等を通じて、
自地域・自社で取り組める課題 解決策を
精査し活動につなげていく

本プロジェクトでは、自治体や企業がポータルサイトを通じて、情報発信・共有・マッチ
ングの機会を得ることにより、森林整備を進めていくために必要となる「人材」「資金」 
「情報」の好循環を生み出す環境を整備し、森林による炭素吸収の促進を図ります

ポータルサイト設立背景

山の炭素吸収応援プロジェクト

2050 年カーボンニュートラル実現に向け、森林による炭素吸収がより重要性を増し
ており、民間資金の活用による森林整備の取組をより一層加速していくため、効果
的な情報発信が行うことが必要性が高まっている

人材

資金
情報

ポータルサイトの詳細は第二部冒頭で説明いたします
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